
5 月 13日（土）、北九州憲法ネット主催の憲法連続講座第１回が開
かれました。
　講師は新進気鋭の小野純司弁護士（小倉南法律事務所所属）。「弁
護士に聞いてみよう！憲法のハナシ」は、素晴らしかった。24 枚の
スライドを使って、やさしく、良くまとまった憲法のハナシだった。
今後どのように進めていくか、多くの参加を期待して、みんなで決
めていこうということになりまし　た。第２回憲法連続講座に気軽
にお集まりください。

第２回憲法連続講座
日時 7月22日（土）13：30
場所	 生涯学習総合センタ－Ａ会議室
講師 		小野純司弁護士
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℡ 093–592–5000FAX 093–571–4346   e-mail：koe@siminnokai.com

北九州市民の会 検索

ＪＲ小倉駅前で宣伝行動する参会者

憲法連続講座　第１回憲法連続講座　第１回

弁護士に聞いてみよう！弁護士に聞いてみよう！憲法憲法ののハナシハナシ

　5月 19日（金）18時から「平和ネット１９日行動」と「さよなら
原発金曜行動」が共に小倉駅街宣をおこないました。30 名余が集
まり、交互にリレ－ト－クをしながら、スタンディング、署名活動、
チラシ配りなどにぎやかに取り組みました。さよなら原発金曜行動
は、515回を数えた。
　平和ネット１９日行動は、折尾駅でも同時刻に取り組まれました。
　平和ネットがチラシで訴えたことは、（1）緊急事態に備えるため
の憲法改正というけれど現行法で十分対応できるので憲法改正の必
要はありませんということと、（2）自衛隊基地建設、超射程ミサイ
ル配備計画で南西諸島を戦場にするな！ということ。最後は、全員
で元気よくシュプレヒコ－ル。

平和ネット１９日行動×さよなら原発金曜行動

憲法改正必要ない、
南西諸島を戦場にするな

公益社団法人福岡県自治体問題研究所
第46回総会記念シンポジウム

⑴ ２０２３年３月１５日　　 「福岡の暮らしと自治」　　 第543号 定価300円（含送料、会員の購読料は会費に含む）

会員増加運動に御協力ください（無料の宣伝誌を送ります。ご一報ください。） 研究所〈メールアドレス〉jiti@ked.biglobe.ne.jp
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< 主催 > 公益社団法人　福岡県自治体問題研究所
〒812-0011　福岡市博多区博多駅前 1 丁目 19 ‒ 3 － 508 　
℡・fax 092-472-4675　jit i@ked.biglobe.ne.jp、
 　　　　　　　　　　　 http://j it iken.j imdo.com

「西九州（長崎）新幹線問題と住民・自治体
　　　　　　・・地域に基本的地域権を」

「通学を支えるローカル線・・清張鉄道を巡って」

「民主主義のインフラとしての交通問題
～より良い地域交通を願って」

杉谷雅博会員（嬉野市・民生委員）～ 進行役を兼務

赤塚隆二 （元朝日新聞記者、鉄道問題研究家、
第 17 回松本清張研究奨励事業・受賞者）

遠藤雄二 （九州大学で学生と教員 47 年間）

桑原允彦・元鹿島市長 
（20 年間鹿島市長を務め、新幹線問題と対応）

講師・石川捷治・九州大学名誉教授（政治史）

◎特別報告 （ビデオと文書発言）

◎ 特別報告の概要紹介、この間の論点と成果、現状

◎ 報告

◎ 記念講演

◎ 利用者の生の意見交換

◎ まとめ  杉谷雅博 （会員）

テ
ー
マ

どこへ行く「JR九州」
　　　　　～より良い地域交通を願って

〈日　時〉6月3日（土）開場・受付13 時 開会13 時半 閉会15 時 50 分（のち総会議事）　
〈参加費〉500 円（テキスト代・会場費）
〈会　場〉早良市民センター・第一会議室（地下鉄「藤崎駅」②番出口）

＊記念シンポは、翌日以降研究所のホームページ（ユ―チュ―ブ）で、公表します。

笑顔と希望の北九州市をつくる会 第 7 回拡大幹事会開かれる

北九州市長選挙を総括し、解散
　5月 11日（木）18時 30 分から、戸畑生涯学習センタ－で、「笑顔と
希望の会」が、第 7回拡大幹事会を開きました。

　河村代表委員による開会の挨
拶の後、山内涼成市議団幹事長
が、市政報告をしました。主要議
題である「第７回幹事会への報告
と提案」を石田代表委員が行いま
した。　　
　原田財政担当委員から、供託
金と選挙公費の負担を余儀なくさ
れた財政事情とその措置につい
て説明があり、会計監査報告もな
されました。
　質疑・討論の末、政治確認団
体「笑顔と希望の北九州市をつく
る会」の解散が決定され、県選
挙管理委員会に届け出をすること
になりました。財政問題について
も、「市民の会」が引き継ぎます。
　「市民の会」は、第 33 回幹事
会を 5 月 25 日（木）18 時 30 分
から戸畑生涯学習センタ－で開催
します。
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5月25日（木）18時 30分から市立戸畑生涯学習センタ－で、
「市民の会」幹事会が開かれました。
　棚次代表委員の開会挨拶のあと、三輪事務局長が、活動総括と
活動方針を報告、原田財政担当事務が財政報告を行いました。
　これに対しての意見発表と熱心な討論が続きました。特に、活
動方針案への追加・修正意見が出され、事務局で議案書を修正す
ることを確認し、すべて満場一致で議決されました。
　以下に幹事会議案を修正し、議決された活動方針を転載します。

第33回幹事会活動方針（5.25幹事会～）
岸田政権の大軍拡・大増税による「戦争する国」づくりは、地
域社会を衰退させ、広範な地域住民の怒りと反発を呼んでいる。「新
しい戦前の道」を行くのではなく、住民福祉の増進をはかるべく、
住民自治の確立を目指して、今こそ一人ひとりが立ち上がるべき
時である。

＜基本方針＞

　武内市長は、「行財政改革の断行」を明言しているが、３月議
会では、どのような行財政運営をするか、その独自性は見えない。
今後、６月議会での本予算審議に注視していく必要がある。「市民
の会」として、以下の基本方針を掲げる。
（1）�国の悪政（軍事大国化）にNO！と言える住民本位の市政実

現をめざす。
（2）�北九州市政について、日常的に学び、分析し、情報を共有する。
（3）�市民の要求を汲み上げ、運動化し、市政の改善につなぐ。
（4）�市長選で「笑顔と希望の会」が掲げた政策の実現にとりくむ。

＜具体的方針＞

（1）�学校給食の無償化を求める運動を、子育て世代が核になるよ
うに展望して進める。以下の学習会を「学校給食を考える準
備会」結成にする。

学校給食を考える学習会

7月8日（土）10：30～12：30
コムシティこどもの館
学習交流　給食現場から学校調理員さんの報告
北九州市の学校給食の現状とこれまでのあゆみ
学校給食費の無償化を実現した自治体の経験に学んで
以上の報告内容を予定しています。

（2）�子育て応援三つのゼロと高齢者二つの支援の実現をめざす。
高齢者福祉乗車券の実現を求める署名運動を継続する。高齢
者補聴器助成運動の先進例（新潟）から学び、本市での運動
を提起する。

（3）�「公共施設マネジメント」の推進に反対し「住民合意」の街づ
くりを目指す。

（4）�各区の街づくりを中心に、「区民の会」活動を充実・発展させ
ていく。

（5）��日常的広報活動を充実していく。市民の会ニュース（月 2回
発行、2回分を合併して月間ニュ－ス発行）
機関紙「くらしと福祉」（月１回発行）
ホームペ－ジ更新（日常的更新に努める）

（6）�諸会議の定例化について。
企画運営委員会（時宜に応じて開催し、定例化しない）
市民の会・区民の会合同会議（２か月に一度開催：第３水曜日）

（7）事務局員の増員。

「市民の会」が第33回幹事会開催

市長選挙での政策実現へ 取り組み強化

学校給食を考える学習会学校給食を考える学習会
（第 1回）（第 1回）

　子どもたちが食べている学校給食はどんなものでしょうか。食育基本法

では、学校給食に地産・地消が示されていますが、北九州市はどうなって

いるのかなど知らないことがいっぱい。

　また、学校給食費の無償化が全国の自治体に広がっているけどなぜ？

　憲法 26 条で義務教育は無償となっているけど…など、疑問や知っている

                      情報を出し合って交流しましょう。

                     　学校給食は子どもたちの教育の大事な一つです。

                      みんなでいっしょに考えてみませんか。

７月８日(土 )　10 時 30分

コムシティ　子どもの館７階 （託児あり）

　　　■学習交流■　

・給食現場から学校調理員さんの報告

・北九州市の学校給食の現状とこれま

　でのあゆみ

・学校給食費の無償化を実現した自治体

　の経験に学んで

　　　　　　

　　　以上の報告内容を予定しています。

学校給食を考える準備会

　　　代表　安永　武

連絡先　093-592-5000

日本国憲法が施行されて今年で７６年を迎え、憲法は私たちの生活に身近な存在となりました。

この機会に皆さんも一緒に憲法を学んでみませんか？皆さんの疑問・質問に弁護士がお答えします。

     【日時】 ２０２３年７月２２日（土曜日）

               １３時 30 分～１５時３０分

    【場所】 北九州市立生涯学習総合センター １階 A 会議室

            （北九州市小倉北区大門１丁目６－４３ TEL ０９３－５７１－２７３５）

              ◎参加費無料

★憲法をいちばんはじめから丁寧にお伝えします。

★憲法に関する身近な疑問に弁護士が答えます。

★肩の力を抜いて気軽に参加してください！

講座に関するお問い合わせ：小倉南法律事務所（小野） TEL０９３－９６３－１７３１

[北九州憲法ネット主催 憲法連続講座]

（第２回）弁護士に聞いてみよう！憲法のハナシ

【講師】

小野純司 （弁護士）

大分県日田市出身

九州国際大学（八幡東区）を卒業後、市内の企業に勤務。

一念発起して司法試験を受験し、現在は弁護士として小倉南法律事務所に所属。

憲法の理念を実現すべく、生活困窮問題や法教育などの諸活動に取り組んでいます。

【主催】

北九州憲法ネット

〒803-0817 北九州市小倉北区田町１３番２１号田町ビル３階

ご案内

平和とくらしを守る北九州市民の会
〒８０３- ０８１７　小倉北区田町 13-21 田町ビル 3 Ｆ
℡０９３- ５９２- ５０００ 
fax ０９３- ５７１- ４３４６
http://siminnokai.sakura.ne.jp
e-mail:koe@siminnokai.com


